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十
一
月
討
論
会
「
日
本
列
島
に
し
・
ひ
が
し
」 

司
会 

 

鯨 

游 

海 
 

 
 

 
 
 

司
会 

今
日
は
、
東
西
の
差
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
人
生
経
験
上
感
じ
た
こ
と
を
語
っ
て
頂
き

ま
す
。
東
西
は
常
識
的
な
と
こ
ろ
で
、
フ
ォ
ッ
サ
・

マ
グ
ナ
を
境
に
し
ま
し
ょ
う
。 

諸
橋 

戦
前
は
郷
里
の
外
へ
出
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

私
は
長
岡
だ
が
、
大
学
受
験
で
初
め
て
県
外
へ
出
て

仙
台
に
行
き
、
雪
の
な
い
正
月
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

国
定
教
科
書
に
出
て
く
る
千
早
船
や
楠
木
正
成
の
く

す
と
い
う
木
も
み
た
こ
と
な
く
南
方
の
木
だ
と
い
う

の
で
植
生
と
い
う
も
の
を
知
っ
た
。
会
社
に
入
り
名

古
屋
の
社
宅
で
ク
マ
ゼ
ミ
の
声
に
驚
か
さ
れ
た
。
私

は
昆
虫
少
年
だ
っ
た
が
、
ク
マ
ゼ
ミ
は
箱
根
以
南
に

し
か
い
な
か
っ
た
の
だ
。
東
西
は
言
葉
、
生
活
文
化

悉
く
違
う
。
信
仰
・
宗
教
も
違
う
。
私
は
人
種
も
違

う
の
で
は
、
と
思
う
。 

太
田 

私
は
浜
松
出
身
、
東
西
の
接
点
で
育
っ
た
。

東
西
の
差
も
あ
る
が
、
も
う
一
つ
中
部
文
化
と
い
う

も
の
も
あ
る
。
文
化
は
東
上
す
る
、
と
い
う
。
従
っ

て
時
代
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
古
く
は
尾
張
も
東
国

で
あ
っ
た
が
鎌
倉
時
代
は
遠
州
か
ら
東
国
に
な
っ
た
。 

新
井 

私
は
疎
開
で
新
潟
に
い
た
こ
と
が
あ
り
、
新

潟
訛
り
は
よ
く
わ
か
る
。
言
葉
の
分
布
が
気
に
な
る
。

『
居
る
』
こ
と
を
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
以
東
は
イ
ル
と

言
い
、
西
や
富
山
、
岐
阜
は
オ
ル
と
い
う
。
和
歌
山

は
ア
ル
、
韓
国
は
イ
ッ
タ
と
い
う
。
発
音
の
仕
方
も

違
う
。
東
、
北
の
方
で
は
濁
音
が
多
い
。
東
北
人
は

酒
田
を
サ
ガ
ダ
と
言
う
。
こ
れ
は
韓
国
も
同
じ
。 

司
会 

気
温
と
関
係
あ
る
の
で
は
？ 

新
井 

寒
い
か
ら
口
を
開
け
な
い
せ
い
か
も
。 

柴
田 

私
は
列
島
全
体
は
弥
生
時
代
以
降
変
わ
っ
た

と
思
う
。
縄
文
人
に
弥
生
人
が
入
り
込
み
混
血
し
て

倭
人
に
な
る
が
、
混
血
は
西
か
ら
東
へ
と
進
ん
だ
た

め
、
東
で
は
縄
文
人
の
痕
跡
が
多
く
残
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

  
 

幹
事
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

一
、
一
月
例
会
当
日
、
講
演
開
始
前
に
総
会
を
開
催
し

ま
す
。 

二
、 

三
月
の
例
会
開
催
日
は
、
三
月
二
十
四
日
（
火
）

と
一
日
繰
り
上
が
り
ま
し
た
。
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。 

三
、
先
月
、
年
会
費
の
振
替
用
紙
を
お
送
り
し
ま
し
た

が
、
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、
今
月
中
に
ご
送

金
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

正
会
員
は
年
二
回
払
い
か
ら
一
回
に
、
友
の
会
会
員

は
都
度
払
い
か
ら
、
年
一
回
に
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

 

例
会
の
お
知
ら
せ 

 

◎ 
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月
総
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10
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司
会 

私
は
東
京
へ
来
て
東
北
人
の
多
い
の
に
驚
い

た
。
大
阪
、
京
都
で
は
東
北
人
は
例
外
的
。
東
京
は

半
分
く
ら
い
東
北
人
で
は
な
い
か
。 

漆
原 
学
生
時
代
に
京
都
大
学
の
学
食
に
入
っ
た
ら

納
豆
が
無
か
っ
た
。
食
文
化
の
差
は
大
き
い
と
思
う
。

そ
れ
と
、
女
性
の
座
り
方
で
、
昔
は
片
膝
た
て
て
座

る
の
が
普
通
だ
っ
た
よ
う
で
、
秀
吉
の
妻
寧
々
の
坐

像
も
片
膝
建
て
だ
。
朝
鮮
が
そ
う
だ
か
ら
、
や
は
り

そ
の
影
響
が
強
い
の
か
と
思
う
。 

高
橋 

私
は
東
京
育
ち
で
体
験
上
は
あ
ま
り
東
西
の

差
を
感
じ
た
こ
と
が
な
い
。
学
生
時
代
に
『
東
西
文

化
交
替
論
』
が
言
わ
れ
た
。
交
互
に
流
行
る
。
宗
教

思
想
で
も
浄
土
教
的
世
界
観
は
京
で
は
九
百
年
こ
ろ

水
を
引
く
よ
う
に
な
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
関
東
で

は
、
金
沢
文
庫
の
古
文
書
に
も
あ
る
が
、
浄
土
思
想

は
非
常
に
具
体
的
に
豊
か
な
も
の
に
な
る
。
浄
土
思

想
が
西
か
ら
東
へ
と
段
々
移
っ
て
い
っ
た
。 

司
会 

宗
教
の
推
移
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
そ

の
後
鎌
倉
仏
教
が
で
て
き
た
。 

神
津 

私
は
父
母
と
も
に
信
州
で
、
東
西
の
真
中
。

二
歳
で
東
京
へ
来
た
の
で
信
州
の
こ
と
は
何
も
知
ら

な
い
。
た
だ
六
年
広
島
に
い
た
の
で
、
そ
の
経
験
を

言
う
と
、
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
の
色
の
違
い
に
驚
い

た
。
言
葉
で
は
河
野
を
西
は
カ
ワ
ノ
と
い
い
、
東
は

コ
ウ
ノ
と
言
う
人
が
多
い
。
ま
た
、
西
は
濁
音
は
少

な
い
。
食
べ
物
で
は
納
豆
は
な
く
、
知
ら
な
い
人
が

多
い
。
顔
立
ち
で
は
東
は
彫
り
の
深
い
人
が
多
い
。 

司
会 

ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
は
誰
が
何
と
言
っ
て
も

西
が
旨
い
。
だ
し
を
西
は
昆
布
で
東
は
鰹
節
で
と
る

が
、
昆
布
の
ほ
う
が
上
。
味
は
西
が
上
だ
。 

中
込 

皆
さ
ん
高
尚
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が
、
私

は
食
物
に
限
っ
て
三
つ
言
う
。
一
、
鮭
文
化
と
鰤
文

化
。
鮭
は
東
、
鰤
は
西
。
二
つ
目
は
葱
。
白
い
所
を

珍
重
す
る
の
が
東
、
西
は
青
い
部
分
を
、
関
東
で
は

捨
て
て
い
る
と
こ
ろ
を
食
う
。
三
は
餅
。
西
は
丸
く

東
は
四
角
。
の
し
餅
と
か
、
或
い
は
東
北
で
は
切
り

だ
め
に
入
れ
て
押
し
付
け
、
分
厚
い
餅
に
し
て
た
て

に
、
短
冊
形
に
切
る
。
粉
は
上
下
に
付
き
断
面
に
付

か
な
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
交
通
機
関
が
発
達
し
て

お
ら
ず
、
中
部
山
岳
地
帯
を
越
え
る
の
も
大
変
だ
っ

た
か
ら
人
の
往
来
は
無
か
っ
た
せ
い
だ
。 

司
会 

か
え
っ
て
縄
文
時
代
の
ほ
う
が
自
由
だ
っ
た

か
も
知
れ
ん
ね
。
制
度
的
に
も
移
動
を
禁
じ
ら
れ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
。 

漆
原 

縄
文
の
時
代
、
海
の
交
流
と
か
、
人
の
往
来

は
結
構
あ
っ
た
の
で
は
？ 

中
込 

海
は
日
本
海
側
は
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、

太
平
洋
側
は
あ
ま
り
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
文

化
は
数
人
や
数
百
人
が
移
動
し
た
だ
け
で
は
順
応
は

で
き
な
い
。
も
っ
と
広
い
交
流
が
な
い
と
。 

司
会 

昔
は
日
本
海
側
が
オ
モ
テ
、
太
平
洋
側
が
ウ

ラ
だ
っ
た
の
は
事
実
。
逆
転
し
た
の
は
戦
後
か
も
し

れ
な
い
。
で
は
次
に
広
島
出
身
、
仙
台
、
東
京
と
東

西
の
経
験
を
さ
れ
て
い
る
森
下
さ
ん
。 

森
下 

話
の
趣
旨
が
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
資
料

を
準
備
し
た
の
で
見
て
ほ
し
い
。
東
の
大
関
・
安
積

艮
斎
、
西
の
大
関
・
斉
藤
拙
堂
、
こ
れ
は
幕
末
の
学

者
番
付
。
東
の
艮
斎
の
末
裔
は
私
の
長
年
の
友
人
で

あ
り
、
先
週
三
重
県
の
津
で
拙
堂
の
末
裔
に
も
会
っ

て
き
た
。
艮
斎
、
拙
堂
と
も
に
朱
子
学
を
基
本
に
し
、

歴
史
に
詳
し
く
、
漢
詩
に
も
強
か
っ
た
。
ま
た
洋
学

に
も
関
係
し
て
い
る
。
学
問
の
面
で
い
う
と
、
東
西

二
人
の
差
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
幕
府
は
江
戸
に
あ

り
江
戸
が
日
本
の
中
心
で
あ
っ
た
。
江
戸
に
い
た
艮

斎
と
、
津
に
い
た
拙
堂
、
と
い
う
こ
と
が
差
を
生
ん

だ
。
資
料
の
そ
れ
ぞ
れ
の
弟
子
を
見
て
ほ
し
い
。
艮

斎
の
弟
子
松
陰
・
晋
作
・
小
栗
上
野
介
・
芥
舟
・
谷

干
城
な
ど
の
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
に
比
し
拙
堂
の
ほ
う

は
限
ら
れ
て
お
り
、
国
を
動
か
す
ま
で
至
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
か
ら
艮
斎
は
ペ
リ
ー
来
航
時
や
プ
チ
ャ
ー

チ
ン
の
時
に
国
書
和
訳
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
。

拙
堂
の
弟
子
河
井
継
之
助
は
拙
堂
を
評
し
て
『
治
世

の
能
吏
、
惜
し
む
ら
く
は
思
想
が
無
い
』
と
言
っ
て

い
る
が
要
は
江
戸
に
い
た
か
津
に
い
た
か
の
差
で
は

な
い
か
。
学
問
的
に
は
東
西
の
差
は
無
か
っ
た
、
と

い
う
の
が
私
の
結
論
だ
。 

司
会 

面
白
い
観
点
か
ら
、
貴
重
な
お
考
え
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
に
長
島
さ
ん
。 

長
島 

九
州
は
サ
ケ
と
い
え
ば
日
本
酒
で
は
な
く
皆

焼
酎
で
困
っ
た
。
あ
れ
は
何
な
の
か
。
椎
葉
の
神
楽

を
み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
宮
崎
県
な
の
に
鹿
児
島
、

熊
本
の
影
響
を
受
け
、
沖
縄
っ
ぽ
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
佐
渡
で
聞
い
た
話
だ
が
、
田
中
と
い
う

姓
が
二
種
類
あ
る
と
い
う
。
タ
な
カ
と
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
る
の
は
関
西
か
ら
き
た
田
中
だ
と
い

う
。
今
は
殆
ど
区
別
つ
か
な
い
だ
ろ
う
が
、
年
寄
り

は
し
て
い
る
。 

司
会 

田
中
と
い
う
姓
は
関
西
に
圧
倒
的
に
多
い
。 

長
島 

ま
た
宇
佐
八
幡
の
禁
足
の
山
に
登
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
関
東
で
は
見
な
い
太
い
み
み
ず
が
や
た
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ら
と
出
て
き
て
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、

刃
物
を
研
ぐ
砥
石
だ
が
、
東
で
は
出
な
い
。
造
山
活

動
の
影
響
で
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
以
東
か
ら
は
出
な
い
。

西
は
、
石
は
あ
れ
ど
堀
手
が
い
な
く
て
、
刀
鍛
冶
が

困
っ
て
文
化
庁
に
泣
き
つ
い
て
い
る
。 

漆
原 

郷
里
の
宮
城
県
で
と
れ
る
が 

長
島 

そ
れ
は
刀
鍛
冶
が
使
う
砥
石
で
は
な
い
。
美

し
く
研
ぐ
為
に
は
西
の
、
特
に
京
都
産
の
砥
石
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

司
会 

焼
酎
は
九
州
で
こ
っ
ち
の
ほ
う
に
は
な
い
。 

長
島 

気
温
の
せ
い
と
思
う
。
九
州
は
暑
い
か
ら
、

蒸
留
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
？ 

村
上 

頼
山
陽
や
朝
ド
ラ
の
マ
ッ
サ
ン
と
同
様
広
島

県
竹
原
出
身
。
二
十
六
歳
ま
で
関
西
、
以
後
東
京
。

大
阪
時
代
に
京
都
の
お
か
み
か
ら
聞
い
た
の
だ
が
東

京
人
は
下
品
だ
と
い
う
。
何
に
で
も
醤
油
を
か
け
る
、

と
い
う
。
味
も
西
は
薄
く
、
東
は
濃
い
。
こ
れ
は
や

は
り
醤
油
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
？ 

司
会 

食
い
物
は
西
が
断
然
上
。
勝
負
に
な
ら
な
い
。

そ
れ
か
ら
京
都
女
性
は
京
都
弁
を
使
う
が
、
あ
れ
は

自
慢
し
て
い
る
の
だ
。
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
る
。

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
東
京
は
左
に
立
つ
が
、
大
阪
は

右
、
京
都
は
六
・
四
で
右
、
名
古
屋
は
半
々
。
そ
の

理
由
を
考
え
る
に
、
侍
文
化
と
町
人
文
化
の
違
い
で

は
な
い
か
。
武
士
は
刀
を
使
う
た
め
に
右
側
を
フ
リ

ー
ハ
ン
ド
に
し
て
お
き
た
い
か
ら
で
は
な
い
か
？ 

森
下 

そ
う
い
う
説
は
確
か
に
あ
る
。 

長
島 

明
治
の
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
を
先
生
に
し
た
か

ら
間
違
え
た
。
右
ハ
ン
ド
ル
だ
が
人
間
工
学
的
に
は

左
ハ
ン
ド
ル
の
ほ
う
が
い
い
。
刀
と
同
じ
。 

太
田 

こ
れ
は
交
通
ル
ー
ル
の
問
題
。
そ
れ
を
英
国

流
に
し
た
か
ら
ハ
ン
ド
ル
も
そ
れ
に
合
わ
せ
た
。 

平
山 

関
西
か
ら
東
京
へ
転
勤
し
て
き
た
社
員
が
大

い
に
驚
い
た
の
は
交
通
マ
ナ
ー
。
二
車
線
が
一
車
線

に
な
る
時
、
東
京
は
交
互
に
整
然
と
行
く
、
と
驚
い

て
い
る
。
関
西
で
は
ど
う
す
る
ん
だ
と
言
っ
た
ら
、

『
一
方
は
何
と
か
入
れ
ま
い
と
し
、
も
う
一
方
は
な

ん
と
か
入
り
込
も
う
と
双
方
必
死
に
な
る
』
と
い
う
。

駅
の
ホ
ー
ム
で
も
関
西
は
電
車
が
入
る
と
そ
れ
ま
で

並
ん
で
い
て
も
、
皆
が
わ
っ
と
入
口
に
殺
到
す
る
、

と
い
う
。
こ
の
東
西
の
差
は
何
故
な
の
か
？ 

司
会 

交
通
マ
ナ
ー
は
確
か
に
関
西
は
悪
い
。
中

国
・
朝
鮮
の
影
響
だ
と
思
う
。
向
こ
う
か
ら
来
た
人

が
多
い
の
で
は
な
い
か
。 

太
田 

生
存
競
争
の
激
し
さ
で
は
な
い
か
。
中
近
東

も
同
じ
だ
。
ど
こ
で
も
殆
ど
並
ば
な
い
。 

新
井 

商
売
は
や
は
り
先
ん
じ
た
ほ
う
が
勝
つ
。
遠

慮
し
て
い
た
ら
生
き
ら
れ
な
い
。 

司
会 
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
、
東
京
は
か
っ
こ
つ
け

る
。
何
と
な
く
ね
。 

新
井 

中
国
人
は
日
本
へ
来
て
、
整
然
と
何
か
し
て

い
る
の
を
見
て
び
っ
く
り
す
る
。
中
国
だ
と
三
代
し

な
い
と
そ
う
な
ら
な
い
、
と
言
う
。
よ
く
言
わ
れ
る

の
は
関
西
で
は
黄
信
号
に
な
る
と
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ

る
。
本
当
は
止
ま
れ
、
な
ん
だ
。 

中
込 

中
国
は
信
号
守
ら
な
い
。
赤
で
も
減
速
だ
け
。 

諸
橋 

中
近
東
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
は
凄
い
。
中
国
も

悪
い
け
れ
ど
も
ね
。 

新
井 

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
点
で
日
本
に
似
て
い
る

の
は
ド
イ
ツ
で
は
な
い
か
。（
賛
同
の
声
） 

司
会 

正
確
に
言
う
と
ド
イ
ツ
に
似
て
い
る
の
は
東

京
で
大
阪
で
は
な
い
。
大
阪
は
イ
タ
リ
ア
並
み
か
。 

新
井 

韓
国
も
悪
い
。
交
通
事
故
は
非
常
に
多
い
。 

村
上 

大
阪
を
弁
護
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
電
車

の
間
隔
が
短
け
れ
ば
、
整
然
と
乗
る
の
で
は
。
山
手

線
の
よ
う
に
頻
繁
な
の
と
、
そ
う
で
な
い
の
で
は
違

う
だ
ろ
う
。
大
阪
で
も
環
状
線
で
は
き
ち
ん
と
し
て

い
る
。
あ
ま
り
違
い
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

新
井 

京
都
と
大
阪
で
は
か
な
り
違
う
だ
ろ
う
か
？ 

司
会 

か
な
り
違
う
。
そ
し
て
お
互
い
に
軽
蔑
し
て

い
る
。
大
阪
に
は
経
済
力
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
だ
。

例
え
ば
、
伏
見
な
ど
京
都
だ
が
大
阪
に
近
い
。
こ
れ

も
経
済
力
が
あ
る
か
ら
だ
。 

新
井 

関
西
で
も
侍
の
い
た
城
下
町
は
ど
う
か
。 

村
上 

そ
れ
は
京
都
に
近
い
と
思
う
。
上
品
だ
。
上

下
関
係
も
わ
り
か
し
確
り
し
て
い
る
。
熊
本
な
ど
、

今
で
も
細
川
さ
ん
を
大
名
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

諸
橋 

も
う
一
つ
私
が
驚
い
た
の
は
、
東
京
か
ら
優

秀
な
支
社
長
が
行
く
が
皆
一
年
と
も
た
な
い
。
日
本

海
岸
へ
東
京
か
ら
行
っ
た
支
社
長
は
皆
駄
目
。
例
え

ば
、
鳥
取
で
も
島
根
で
も
支
社
長
さ
ん
が
来
る
と
い

う
と
必
ず
飯
を
だ
す
。
東
京
か
ら
来
た
人
は
食
わ
な

い
。
雪
の
中
を
漕
い
で
行
く
の
だ
か
ら
、
あ
る
も
の

で
飯
を
食
わ
せ
る
の
は
当
た
り
前
。
私
は
喜
ん
で
食

べ
た
。
客
の
飯
を
食
う
の
は
ど
う
か
と
い
う
が
、
次

に
行
っ
た
時
、
先
日
は
ご
馳
走
さ
ん
、
と
何
か
お
返

し
を
す
れ
ば
良
い
。
私
は
「
営
業
の
神
様
」
と
言
わ

れ
た
。
情
の
世
界
は
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
で
は
丸

き
り
違
う
。 
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森
下 

日
本
海
側
と
太
平
洋
側
で
比
べ
て
前
者
に
美

人
が
多
い
と
い
う
の
は
ど
う
か
？ 

諸
橋 

津
軽
美
人
、
秋
田
お
ば
こ
、
庄
内
美
人
、
越

後
美
人
と
昔
か
ら
決
ま
っ
て
い
る
。
京
都
も
日
本
海

側
だ
。
丹
後
、
但
馬
も
い
い
。 

太
田 

日
本
海
側
は
日
照
時
間
が
少
な
い
か
ら
、
色

白
が
多
い
。
色
の
白
い
は
七
難
か
く
す
、
と
い
う
。

も
う
一
つ
は
縄
文
時
代
か
も
知
れ
ぬ
が
オ
ホ
ー
ツ
ク

と
の
交
流
が
盛
ん
だ
っ
た
。
そ
の
血
が
相
当
入
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。
碧
眼
も
い
る
。 

中
込 

太
平
洋
側
は
混
血
が
な
い
。
混
血
は
美
人
を

産
む
。
何
か
で
読
ん
だ
の
だ
が
、
西
日
本
は
男
文
化
、

東
日
本
は
女
文
化
だ
と
い
う
。
普
通
逆
に
考
え
る
。

も
の
の
考
え
か
た
、
歴
史
の
事
跡
、
出
処
進
退
の
潔

さ
等
を
見
る
と
男
ら
し
い
の
は
西
日
本
だ
、
と
い
う
。

明
治
維
新
も
西
か
ら
だ
。 

森
下 

物
凄
い
女
性
は
東
だ
。
北
条
政
子
な
ど
日
本

人
離
れ
し
て
い
る
。
他
に
も
板
額
御
前
と
か
。 

司
会 

現
代
で
言
え
ば
、
漆
原
さ
ん
と
か
。
今
日
聞

い
て
い
る
と
、
思
っ
た
以
上
に
差
が
あ
っ
て
面
白
い
。

握
り
飯
は
東
は
三
角
、
西
は
俵
型
、
名
古
屋
は
真
ん

丸
。（
越
後
・
羽
黒
・
九
州
は
太
鼓
型
、
と
の
声
）
大

阪
は
昆
布
で
巻
き
、
東
京
は
海
苔
で
巻
く
。 

で
は
、
何
か
言
い
残
し
た
こ
と
を
お
一
人
ひ
と
言
。 

村
上 

関
西
は
昆
布
の
文
化
と
も
言
え
る
の
で
は 

長
島 

東
は
蕎
麦
と
い
わ
れ
る
が
、
関
東
は
う
ど
ん

が
多
か
っ
た
。
蕎
麦
が
は
や
る
の
は
三
十
年
代
以
降

落
語
な
ど
の
影
響
で
は
な
い
か
。
（
異
論
あ
り
） 

森
下 

三
点
。
ま
ず
お
い
し
い
魚
。
東
は
鮪
、
西
は

鯛
。
そ
れ
か
ら
寿
司
。
西
は
押
し
寿
司
、
東
は
握
り
。

三
番
目
は
稲
の
干
し
方
。
西
は
横
に
渡
し
た
竿
に
か

け
る
が
東
北
へ
行
く
と
、
一
本
の
棒
の
ま
わ
り
に
丸

く
積
み
上
げ
る
。
あ
れ
は
驚
い
た
。 

中
込 

言
葉
が
関
西
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
頭
に

あ
る
こ
と
が
多
い
。 

神
津 

確
か
に
語
頭
を
強
め
る
。
食
物
は
西
。
松
山

で
う
ど
ん
を
食
べ
た
と
こ
ろ
、
天
地
が
引
っ
く
り
返

る
ほ
ど
旨
か
っ
た
。
あ
れ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

高
橋 

日
本
の
文
化
の
変
化
は
や
は
り
京
都
だ
と
思

う
。
古
い
文
化
は
言
葉
で
も
発
音
で
も
東
北
と
か
沖

縄
と
か
に
残
っ
て
い
る
。
京
都
は
割
り
と
早
く
変
わ

り
始
め
た
の
で
は
な
い
か
。 

漆
原 

蕎
麦
は
痩
せ
た
土
地
、
う
ど
ん
は
豊
か
な
、

渡
来
系
の
人
が
多
い
土
地
と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
東
は
縄
文
系
が
色
濃
く
残
っ

て
い
て
母
系
制
社
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
や
は
り
弥

生
系
と
い
う
の
は
男
性
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
よ
う

な
の
で
西
日
本
が
男
文
化
だ
っ
た
の
で
は
。 

柴
田 
父
は
奈
良
県
出
身
で
十
八
で
東
京
に
出
た
。

母
も
和
歌
山
県
で
隣
な
の
で
家
の
中
で
は
関
西
弁
で

や
っ
て
い
た
。
横
浜
で
焼
け
出
さ
れ
て
か
ら
五
年
程

奈
良
県
で
暮
ら
し
た
。
向
こ
う
の
言
う
事
も
こ
っ
ち

の
言
う
こ
と
も
解
る
が
や
は
り
大
分
違
う
。
言
葉
と

い
う
も
の
は
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
含
め
、
小
さ
い

と
き
の
影
響
は
大
き
い
。 

新
井 

私
の
こ
と
を
あ
ラ
イ
さ
ん
と
言
う
人
が
い
る
。

伊
豆
半
島
か
ら
西
で
東
京
で
は
い
な
い
。
と
こ
ろ
で

日
本
で
外
国
と
戦
争
し
た
の
は
全
部
関
西
。
元
寇
、

馬
関
、
薩
摩
と
皆
関
西
で
関
東
は
参
加
し
て
い
な
い
。

東
北
は
流
動
性
が
少
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。 

司
会 

漆
原
さ
ん
の
言
う
、
男
文
化
か
。 

 

太
田 

私
は
浜
松
で
東
西
の
文
化
圏
の
交
流
す
る
所
。

言
葉
で
は
、「
行
か
な
い
、
ゆ
か
ん
」「
買
っ
た
、
こ

う
た
」「
お
と
つ
い
、
お
と
と
い
」
両
方
使
う
。
嘘
っ

ぱ
ち
、
や
せ
っ
ぽ
ち
、
は
東
で
、
西
は
使
わ
な
い
が
、

私
は
使
う
。
食
べ
物
で
は
鰻
の
蒲
焼
は
東
西
両
式
あ

る
。
関
東
の
ほ
う
が
旨
い
と
思
う
け
ど
も
。
制
度
で

は
、
名
主
は
関
東
、
庄
屋
は
関
西
、
江
戸
期
の
公
文

書
は
「
名
主
庄
屋
」
と
併
記
し
て
い
る
。
浜
松
は
両

方
使
う
。
ま
さ
に
混
在
文
化
圏
だ
。
豊
か
に
な
る
と

文
化
は
洗
練
さ
れ
て
来
る
。
関
西
文
化
は
、
高
い
低

い
で
は
な
く
、
洗
練
さ
れ
た
文
化
だ
と
言
え
る
と
思

う
。 

諸
橋 

島
国
日
本
は
世
界
稀
な
存
在
。
そ
の
日
本
の

中
で
東
西
南
北
、
民
族
を
異
に
す
る
の
で
は
と
い
う

く
ら
い
違
う
。
実
に
面
白
い
。
そ
れ
か
ら
、
東
西
の

違
い
を
考
え
る
場
合
、
江
戸
開
府
以
前
と
後
と
は
区

別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

平
山 

岡
本
雅
亨
と
い
う
人
が
今
年
七
月
、『
民
族
の

創
出
』
と
い
う
本
を
書
き
、
日
本
単
一
民
族
論
は
お

か
し
い
、
出
雲
族
・
蝦
夷
・
熊
襲
・
ア
イ
ヌ
等
、
様
々

な
文
化
を
持
っ
た
民
族
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
認
め

る
べ
き
だ
と
言
っ
て
お
り
、
同
感
だ
。 

司
会 

そ
れ
で
は
、
こ
の
辺
で
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
責 

 

平
山
） 
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自
由
執
筆 

高
山
右
近
マ
ニ
ラ
追
放
の
タ
イ
ミ
ン
グ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

鍋 

屋 

次 

郎 

 

慶
長
十
二
年
当
時
の
キ
リ
シ
タ
ン
は
、
実
質
的
に
「
禁

教
下
」
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。 

秀
吉
の
死
後
で
あ
る
が
、
前
田
家
庇
護
下
の
高
山
右

近
に
よ
る
金
沢
で
の
教
会
の
建
設
、
そ
こ
に
バ
テ
レ

ン
が
駐
在
し
、
前
田
領
加
賀
・
能
登
・
越
中
で
は
、

教
会
が
複
数
建
築
さ
れ
、
前
田
家
筆
頭
家
老
の
横
山

氏
の
嫡
男
が
高
山
右
近
の
娘
を
正
室
に
迎
え
る
な
ど
、

社
会
的
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
は
他
者(

よ
そ
も
の)
で
は

な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。 

徳
川
家
康
の
キ
リ
シ
タ
ン
対
応
は
、
関
ヶ
原
で
勝
利

を
得
た
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
貿
易
を
大
切
に
し
、
イ
エ

ズ
ス
会
の
宣
教
師
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ー
ゲ
ス
と
会

っ
た
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
欠
航
で
財
政
難
に
陥
っ

て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
に
経
済
的
援
助
を
行
い
、
宣
教

師
の
日
本
居
住
や
布
教
活
動
を
黙
認
す
る
な
ど
、
徳

川
政
権
初
期
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
活
動
を
積
極
的
に
支

援
さ
え
も
行
っ
て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
慶
長
十
二
年
（
一
六
一
二
）
有
馬
晴
信
、

岡
本
大
八
の
両
名
が
有
馬
晴
信
旧
領
の
返
還
に
絡
む

贈
収
賄
発
覚
で
処
刑
。
二
人
と
も
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ

っ
た
。
江
戸
城
内
に
も
キ
リ
シ
タ
ン
が
い
た
こ
と
が

分
か
り
、
家
康
は
自
領
内
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
禁
教

し
た
。 

慶
長
十
三
年
（
一
六
一
三
）
家
康
は
前
年
自
領
内
で

の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
を
全
国
禁
教
と
し
た
。 

慶
長
十
四
年
（
一
六
一
四
）
九
月
、
高
山
右
近
等
を

マ
ニ
ラ
へ
の
追
放
を
命
令
し
た
。 

慶
長
十
四
年
（
一
六
一
四
）
十
月
、
大
阪
冬
の
陣
。 

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
五
）
四
月
、
大
阪
夏
の
陣
。 

こ
の
よ
う
に
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
令
と
高
山
右
近
の
追

放
、
大
阪
冬
と
夏
の
陣
を
時
系
列
的
に
並
べ
て
み
る

と
、
家
康
は
豊
臣
軍
と
の
戦
い
に
圧
倒
的
な
勝
利
は

確
信
す
る
も
の
の
、
家
康
の
頭
の
中
で
は
高
山
右
近

と
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
警
戒
が
抜
け
切
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

高
山
右
近
を
長
崎
ま
で
護
送
す
る
と
き
、
護
送
団
は

当
然
江
戸
幕
閣
の
指
示
を
得
て
い
た
と
思
う
が
、
近

江
坂
本
で
、
な
ん
と
一
か
月
間
程
度
足
止
め
を
さ
せ

ら
れ
て
い
る
。
何
故
一
カ
月
間
も
足
止
め
さ
せ
ら
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
近
江
坂
本
と
言
え
ば
、
地
理
的
に

は
京
都
中
心
の
キ
リ
シ
タ
ン
勢
力
が
高
山
右
近
を
奪

還
に
来
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
で

あ
る
。
足
止
め
理
由
は
、
こ
の
ま
ま
長
崎
へ
護
送
す

る
の
か
、
ま
た
は
、
江
戸
で
処
刑
す
る
の
か
、
江
戸

幕
閣
本
部
へ
の
お
伺
い
の
期
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。 

結
局
江
戸
幕
府
は
、
高
山
右
近
を
国
内
で
処
刑
す
る

こ
と
を
避
け
た
。
高
山
右
近
を
国
外
に
追
放
し
て
し

ま
え
ば
、
各
地
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
し
て
も
、
豊
臣
方

に
し
て
も
高
山
右
近
を
担
ぎ
出
す
こ
と
は
で
き
な
く

な
る
。
そ
れ
が
徳
川
の
狙
い
で
あ
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
前
述
の
慶
長
十
二
年
（
一
六
一
二
）、
本
多

正
信
の
与
力
岡
本
大
八
の
有
馬
晴
信
と
の
贈
収
賄
事

件
を
き
っ
か
け
に
、
家
康
の
お
膝
元
江
戸
城
内
か
ら

も
キ
リ
シ
タ
ン
の
侍
女
が
発
見
さ
れ
、
八
丈
島
へ
島

流
し
た
。
同
時
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
を
他
大
名
所

領
地
に
も
拡
大
し
、
日
本
全
国
が
禁
教
と
な
っ
た
。 

豊
臣
方
の
浪
人
召
し
抱
え
の
活
発
な
動
き
か
ら
、
家

康
の
頭
の
中
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
で
最
も
信
頼
の

厚
い
高
山
右
近
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の

動
き
を
警
戒
し
、
冬
の
陣
直
前
の
高
山
右
近
マ
ニ
ラ

へ
の
追
放
と
い
う
決
定
を
行
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。 

  

自
由
執
筆 

 

史
遊
会
々
誌
出
版
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
橋 

正
彦 

 

五
年
に
一
度
の
会
誌
出
版
に
関
し
、
二
百
万
円
掛

る
が
、
複
数
の
百
部
単
位
の
引
受
会
員
の
逝
去
に
よ

り
、
個
人
負
担
が
高
ま
り
、
出
版
は
難
し
い
と
の
話

が
漏
れ
聞
こ
え
て
来
る
よ
う
で
す
。 

こ
れ
等
は
出
版
社
・
取
次
店
経
由
販
売
を
念
頭
と

す
る
が
、
そ
も
そ
も
大
部
分
返
本
の
店
頭
陳
列
の
現

状
を
超
え
る
物
を
提
供
し
う
る
御
自
信
は
あ
る
の
で

し
よ
う
か
。----

可
能
性
な
く
過
去
に
販
売
の
実
績

な
き
場
合
は
、
学
術
出
版(

又
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
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刷)

の
方
向
に
転
換
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。 

 
希
望
者
間
で
必
要
部
数
・
必
要
形
態(

書
籍
形
態
・

書
籍
取
次
番
号I

S
B
N

付
与
・
国
会
図
書
館
要
約)

、

費
用
負
担
額(
趣
味
道
楽
に
付
き
費
用
負
担
構
い
な

し
、
又
は
最
少
額
を
希
望
等)

 

素
案
或
い
は
見
積
り

を
メ
ー
ル
等
で
突
き
合
せ
る
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。 

 
-
-
-
-

私
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
学
術
出
版
・
オ
ン

デ
マ
ン
ド
方
式(

注
文
入
り
次
第
で
漸
次
印
刷)

に
よ

る
最
少
部
数
・
最
少
費
用
方
式
を
提
唱
致
し
ま
す
。 

 

出
版
物
が
売
れ
る
か
否
か
は
、
①
そ
の
内
容
訴
求

力
・
②
メ
デ
ィ
ア
露
出
力
・
③
著
者
名
由
来
の
訴
求

力
に
あ
り
、
当
方
予
定
稿(

陵
墓
軸
線
・
企
画
線
は
磁

針
を
基
準
と
す
る)

は
①
②
で
は
訴
求
力
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
以
下
①
②
に
付
い
て
述
べ
ま
す
。 

① 

内
容
に
関
す
る
イ
ン
パ
ク
ト 

(

１)
 

地
磁
気
の
２
ｋ
年
幅
の
変
移
の
一
例
は
提
示

し
た
図(

平
岡
説
：
紙
面
の
関
係
で
掲
載
い
た
し
ま
せ

ん
が
、
高
橋
さ
ん
に
連
絡
す
る
と
入
手
で
き
ま
す)

で
あ
り
、
中
近
世
は
異
論
が
な
い(

伊
能
忠
敬
以
前
は

弱
東
偏
、
以
後
弱
西
偏=

西
六
度)

。
是
に
対
し
五
百

年
以
前
は
東
二
十
度
弱
か
ら
西
二
十
度
弱
に
大
変
し
、

そ
の
過
渡
年
を
四
三
〇
年
・
三
〇
〇
年
頃
と
す
る
異

説(

平
岡
説
・
渋
谷
説)

が
あ
る
。 

(

２)
 

是
に
対
し
天
皇
諸
陵
の
軸
線
よ
り
、
そ
の
過

渡
点
は
三
〇
〇
年
頃
と
推
定
で
き
る
。 

(

３)
 

箸
墓
の
軸
線
【
宮
内
庁
最
新
公
開
図
】
は
こ

の
要(

か
な
め)

石
的
な
情
報
を
与
え
、
更
に
水
月
湖

の
年
縞
の
磁
気
最
新
【
未
公
表
デ
ー
タ
】
は(

２)

を

支
持
す
る
様
で
あ
る
。(

後
者
の
一
年
刻
み
年
縞
は
炭

素
十
四
年
代
の
世
界
標
準
と
な
る
事
が
二
〇
一
二
年

に
確
認
さ
れ
た) 

(

４) 

右
公
開
の
場
合
、
恐
ら
く
旧
石
器
問
題
に
密

着
し
た
感
の
あ
る
富
山
大
・
平
岡
説
は
否
定
さ
れ
る
。 

----

以
上
は
極
め
て
衝
撃
的
な
事
実
で
あ
る 

(

５) 

更
に
、【
水
月
湖
の
一
年
刻
み
デ
ー
タ
】
か
ら
、

磁
気
曲
線
の
最
東
偏
の
山
の
年
次
が
紀
元
二
七
〇
庚

寅
年(

辛
卯
は
二
七
一
年)

直
近
で
あ
る
と
確
定
し
た

場
合
、
箸
墓
は
寅
の
方
位
を
取
る
の
で
、
明
確
な
年

次
記
録(

帝
紀
・
旧
事)

が
既
に
存
在
し
た
事
に
な
る
。 

 
 
 

② 

メ
デ
ィ
ア
露
出
力
・
学
問
上
の
訴
求
力 

(

１)
 

以
上
の
説
は
主
に
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
さ
れ

る
。
既
に
左
図
同
等
の
図
は
グ
ー
グ
ル
画
像
検
索
に

お
い
て
永
ら
く
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
放
置
状
態
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
近
日
大
幅
改
組
し
宣
伝
す
る
積
り

で
す
。 

 
 
 

③ 
訴
求
力
上
の
留
意
点 

 

右
論
は
一
般
の
訴
求
力
に
訴
え
る
都
合
上
、
Ａ
３
版

二
色(

赤
黒)

図
面
、
そ
の
他
図
版
・
表
を
多
用
せ
ざ

る
を
得
ず
Ａ
４(

又
は
Ｂ
５)

版
横
組
み
学
術
出
版
形

式
が
最
も
適
す
と
思
わ
れ
、
縦
組
み
小
説
系
と
は
相

容
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
然
し
、
是
は
組
版
・
校

正
段
階
を
自
前
負
担
と
す
る
場
合
は
可
能
の
よ
う
に

思
え
る
。
出
版
費
用
の
半
数
は
組
版
・
編
集
校
正
で

あ
る
と
考
え
る
の
で
、
自
前
形
式
の
場
合
か
な
り
出

版
費
用
が
安
く
な
る
よ
う
思
え
る
。(

費
用
は
ア
マ
ゾ

ン
委
託
販
売
＝
登
録
代
行
料
一
万
円
、
ブ
ッ
ク
メ
イ

社
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
印
刷
の
自
費
出
版
パ
ッ
ク
＝
一

五
八
〇
〇
〇
円
／
論
文
出
版
パ
ッ
ク
の
場
合
は
五
九

〇
〇
〇
円
。
原
稿
はPDF

デ
ー
タ
で
入
稿 

／
但
し
、

広
告
は
ア
マ
ゾ
ン
上
の
ウ
ェ
ブ
広
告
の
み
。
そ
の
他

の
宣
伝
広
告
は
各
自
の
責
任
と
な
る
。「
小
林
多
喜

二
・
・
・
」
八
四
〇
円
を
出
し
た
方
の
例
で
は
、
販

売
は
ツ
ウ
ィ
ッ
タ
ー
上
の
知
己
千
人
を
対
象
に
約
百

部
販
売
と
の
事
で
す
。) 

----

以
上
、
御
配
慮
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

一
月
講
演
予
告 

出
雲
風
土
記
と
古
韓
尺 

新 

井 
 

宏 

和
銅
六
年(

七
一
三)

の
元
明
天
皇
の
詔
に
基
づ
き
、

各
国
風
土
記
が
撰
上
さ
れ
た
の
が
今
か
ら
丁
度
千
三

百
年
前
で
あ
る
。
昨
年
は
高
円
宮
典
子
様
と
出
雲
大

社
の
千
家
国
麿
氏
の
結
婚
式
も
行
わ
れ
、
何
か
と
出

雲
風
土
記
が
注
目
さ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。 

出
雲
は
元
々
は
神
話
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
近
年

は
考
古
学
の
世
界
に
様
変
わ
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

す
ま
す
の
謎
を
生
ん
で
い
る
。 

風
土
記
研
究
会
と
い
う
専
門
学
会
も
あ
り
、
研
究

し
尽
く
さ
れ
た
感
じ
の
あ
る
出
雲
風
土
記
で
あ
る
が
、

わ
が
研
究
「
古
韓
尺
」
と
い
う
新
た
な
側
面
か
ら
光

り
を
当
て
る
と
、
ま
だ
ま
だ
面
白
い
成
果
が
生
ま
れ

る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
関
連
し
て
の
講
演
も
多
く
行
っ

て
い
る
の
で
、
会
で
も
一
度
紹
介
し
た
い
。 


